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研究成果の概要（和文）：　東南アジア史の12・13世紀前後の時代は、「インド化」した諸国家が最盛期を迎え
る一方で、上座仏教やイスラームを奉じる王国が出現し、現在の東南アジア地域の文化的な特徴や国民国家の原
型が出揃った歴史的な転換期である。考古学、美術史、建築史で利用できる物質文化的な資料も飛躍的に増加し
た。
　本研究では、物質文化研究の専門家と史料（現地の刻文・写本及び域外の漢籍等）研究の専門家からなる研究
チームを構成し、地域横断的な臨地調査に基づき、分野横断的な専門的知見の交換を行い、得られたデータを議
論するための共通の編年プラットフォームを構築したうえで、具体的な事例分析を行った。

研究成果の概要（英文）：The era around the 12th and 13th centuries of Southeast Asian History is a 
historical turning point in that “Indianized” kingdoms reached their height on one hand and 
kingdoms adhered to Theravada Buddhism and Islam began emerging on the other, thus presenting 
cultural traits of modern Southeast Asia and the archetypes of nation states. The number of findings
 regarding material culture that can be utilized in archaeology, art history and architecture 
history also rises.
In this project, a team of specialists from the material cultural studies and text studies 
(including local inscriptions and manuscripts, foreign records such as Chinese travelogues) 
conducted cross-regional field works and exchanged ideas across disciplines. The team then 
constructed a common chronological platform to discuss the obtained data and conducted case 
analyses.

研究分野： 東南アジア古代史
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研究成果の学術的意義や社会的意義
物質文化の研究とテキストに基づく史料研究との間での対話が不十分であり、研究が十分に進展してこなかった
大きな要因は、相対年代を主とする物質文化研究と絶対年代を主とする史料研究の間での対話を可能とする共通
の編年プラットフォームが存在していなかったからである。本研究では、数次の共同の臨地調査を積み重ねるな
かで具体的な遺跡や遺物を対象として、研究者が分野横断的な知見を交換することで、相対年代と絶対年代にあ
るギャップを架構する方策を工夫し、議論のための対話を可能とする共通の編年プラットフォームの構築を行っ
たところに意義がある。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

東南アジア史の 12・13 世紀を中心としてその前後を含めた時代は、いわゆる「インド
化」した諸国家が最盛期を迎える一方で、上座仏教やイスラームによる王権原理の再編が
始まり、現在の東南アジア地域の文化的な特徴や主要な国民国家の原型が出揃ったという
意味で、歴史的な転換期である。それ以前の時代に比べると考古学、美術史、建築史で利
用できる資料が飛躍的に増加している。しかし、これまで、これらの物質文化の研究とテ
キスト（現地の刻文・写本及び域外の漢籍等）に基づく史料研究との間での対話が不十分
であり、研究が十分に進展していないことが課題であった。 
 
２．研究の目的 

上記と同様の問題意識をもって実施された 2013～2015 年度科学研究費補助金・基盤研
究（B）による「東南アジア史における絶対年代と相対年代の統合に関する研究：7～10
世紀を中心に」の研究を引き継ぎ、7 世紀から 13 世紀前後までを対象に、相対年代を主と
する物質文化研究と絶対年代を主とする史料研究の間での対話を可能とする共通の編年プ
ラットフォームの確立を目指した。 
 
３．研究の方法 

物質文化研究を中心とする考古学・美術史・建築学の専門家と史料研究を中心とする文
献史学・刻文学の専門家からなる文理融合の研究チームを構成し、3 年間にわたって、11
回の研究会を開催し、3 回の海外合同調査を実施した。海外合同調査では、1～2 週間の中
核日程における合同調査とその前後の日程での各人の個別調査を行った。カンボジア・ベ
トナム・ラオスのオケオ時代を中心にした遺跡、スマトラ島の南北に散在するヒンドゥー・
仏教遺跡、タイ南部からマレーシアに至るマレー半島の遺跡に加えて、関連する遺物を所
蔵する博物館を調査した。これらの活動を通じて、地域横断的に遺跡・遺物を臨地調査し、
分野横断的な専門的知見の交換を行い、得られたデータ及び知見の編年プラットフォーム
上での位置づけの検討を行った。 
 
４．研究成果 

研究成果の一部は研究成果報告書として刊行するとともに、本科研に関わる研究者が中心
となって『アジア仏教美術論集 東南アジア』（2019 年、中央公論美術出版社）を刊行し
た。また、本科研と連携する東南アジア古代史研究会のウェブサイトにおいて公開したウ
ェブ版年表は、本科研の研究成果を反映しており、編年プラットフォームの基礎となるも
のである。 
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